表面波とグリーン関数の計算（久田）

１．データの入手と入力ファイル

久田研のホームページからgrflt01p.in-1、grflt01p.in-2、phs1.exe、grflt01p.exe、grfftp.exeをMOにダウンロードする（オリジナルは*.fファイル）。

grflt01p.in-1とgrflt01p.in-2は入力データで、ともに頭部分は

[image: image10.png]You can transfer the displacements to vel. or acc.:
Do not transfer (Enter 0),
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で、始めの３行が時刻データ（時間刻み、時間個数=2^n、最小周期）、次の７行が地盤構造データ（層数と以下、密度、Vp、Qp、Vs、Qs、厚さの繰り返し）である。

　以下、入力データは全てgrflt01p.inのファイル名である必要があるため、まずgrflt01p.in-1をgrflt01p.inにコピーする。

２．表面波（分散曲線とモード形）の計算

　分散曲線：phs2.exeを起動し、以下の通りに数字を入力する。

[image: image1.png]* Data for Dt, Duration, and Perjod I
0.4 512 : Delta Time (sec), and Number of Time (must be Power of 2).
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0を入力

250を入力

（分割）

100を入力

10を入力

（分割）

　計算の終了後、位相速度（C）と郡速度（U）の分散曲線が、Ldisper（Love波）とRdisper（Rayleigh波）のファイル名で出力されているので、Excel等でグラフ化する。
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モード形：phs2.exeを起動し、以下の通りに数字を入力する（0.5 Hzのモード形の例）。

[image: image7.png]“phs1.f” computes the normal mode solutions
(the phase and group velocities, and eigen vectors of
the Love and Ravleigh waves).
This code is open for the academic use.
For questions, e-mail to "hisadalcc.kogakuin.ac.jp”.
(Original Iy made in 1992, and modified in 1995)

Enter Irput File Name for “srinv.in”

Check Secular Functions and Eigen Vectors? (ves=1)

Min and Max Velocities (CMIN and CMAX: m/s) = 1988.073 4292.500
Enter Number of Partitions from CMIN to CMAX :
250
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100

Enter Nunber of Sub_Partitions for locations close to Vs or ¥p?:
10





1とする

0.5（Hz）

を出力

250（分割）
100

10（分割）
50000（m）

200（分割）

各次数の変位モード形がLdis（Love波）、Rdis（Rayleigh波）に、応力モード形がLstr（Love波）、Rstr（Rayleigh波）に保存されるので､Excel等でグラフ化する。下は変位モード形である。
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３．グリーン関数の計算１

　分散曲線と入力データ：始めにgrflt01p.in-1をgrflt01p.inにコピーし、phs2.exeを起動し、分散曲線を計算する（２．と同じ）。grflt01p.inの中身は以下の通りである。
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これは、論文｢成層地盤における正規モード解・・・｣（久田、日本建築学会構造系論文集、1997）と同じデータである。ちなみに地震モーメントは、
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である。また観測点は３点で、始めの点が論文と同じ場所である。

　グリーン関数の計算：grflt01p.exeを起動し、グリーン関数を計算する。結果（変位）は周波数領域で、grfault.dxyz（直交座標系）とgrfault.dqvw（円筒座標系）で出力される。

[image: image8.png]Enter Irput File Name for “srinv.in”
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5000
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　波形の計算：grfftp.exeを起動し、フーリエ逆変換から波形を計算する。

２（円筒座標）

1（１番目の

観測点）

[image: image9.png]“grfft” - To obtain seismosrams for rf|t3.f and grpoint.f
at a sinzle observation point.

Choose the input datafile for FFT (Enter Mumber 1 to 6):

1) erfault.dwz (x,v,z-comp.
2) grfault.davw (u,v,w-comp.
3) grpoint.dwz (x,v,z-comp.
4) grpoint.sxvz (x,v,z-comp.
5) grpoint.davw (u,v,w-comp.
6) grpoint.savw (u,v,w-comp.

of disp. from seisnic sources)
of disp. from seisnic sources)
of disp. from point sources)

of stress from point sources)
of disp. from point sources)
of stress from point sources)

DOM, TOM, NDATA, omi =3.06800008e-02 1 204 0.000000000+00
New WDATA including OM=0 =205

Total nunber of receivers =3

Enter the receiver number to output :

XR.KLYR,YLL 2R, Z21=

Change signs of amplitudes? (Yes=1 or No=0) :



0（符号は不変）

0（変位波形）

1（バンドパス

フィルター使用）

0

0

5

6.3

（フィルター：

omega）

0（時間刻み不変）

1（ｍ→ｃｍ）

　波形はwave_datに出力されるので、Excel等でグラフ表示する（論文とはｚ成分の符号が逆であるのに注）。下は、radial成分の例（P、SV、Rayleigh波を確認）。
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　同様にして観測点２，３も出力し、遠方に向う波形の伝播性状（P、S、表面波の分散、振幅の減少など）を調べる。

４．グリーン関数の計算２

　分散曲線と入力データ：始めにgrflt01p.in-2をgrflt01p.inにコピーし、phs2.exeを起動し、分散曲線を計算する（２．と同じ）。grflt01p.inの震源は、走行が北向きの左横ずれ断層である。４つの観測点の配置は以下の通り。

　　　　　　　　　　　　　　　　北（ｘ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③　　東（ｙ）


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　④

　発震機構の確認：３．と同様に各観測点で円筒座標系での変位波形を出力し、P波やS波の押し引きから、発震機構通りのパターンになっていることを確認する。
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